
要
旨
従
来
の
朝
鮮
通
信
使
研
究
に
お
け
る
、
文
学
史
的
意
義
、
さ
ら
に
は
文
化
史
的
意
義
の
と
ら
え
方
に
関
す
る
疑
義
を
具
体
的
事
例
を

示
し
つ
つ
述
べ
、
重
層
的
な
資
料
調
査
に
も
と
づ
い
た
研
究
の
重
要
性
を
説
く
。
本
稿
で
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
材
料
と
し
て
、
福
岡
藩
儒
竹
田

春
庵
（
寛
文
元
ｌ
延
享
２
）
旧
蔵
に
か
か
る
、
正
徳
度
の
通
信
使
自
筆
資
料
（
福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
竹
田

文
庫
」
）
二
十
四
点
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
萩
藩
儒
小
倉
尚
斎
（
延
宝
５
１
元
文
２
）
旧
蔵
に
か
か
る
、
同
時
期
の
通
信
使
自
筆
資
料
（
山
口

県
立
山
口
博
物
館
寄
託
）
の
存
在
を
も
あ
わ
せ
て
報
告
し
、
も
っ
て
、
西
日
本
に
お
け
る
、
正
徳
度
通
信
使
と
邦
人
と
の
文
学
的
交
流
の
全
容

を
解
明
す
る
端
緒
と
し
た
い
。

西
日
本
に
残
さ
れ
る
朝
鮮
通
信
使
自
筆
資
料

大
庭
卓
也
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筆
者
は
、
先
に
「
朝
鮮
通
信
使
と
そ
の
文
学
史
的
意
義
」
（
「
江
戸
文
学
」
第
三
二
号
ぺ
り
か
ん
社
平
ｒ
・
６
）
に
お
い
て
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
十
二
回
も
行
わ
れ
た
朝
鮮
通
信
使
の
来
朝
を
、
文
学
史
上
の
問
題
と
し
て
い
か
に
捉
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
改
め
て
論
じ

た
。
と
い
う
の
も
、
従
来
、
文
学
研
究
者
が
通
信
使
を
論
じ
、
あ
る
い
は
言
及
す
る
場
合
、
そ
れ
が
近
世
文
学
史
の
ど
の
部
分
と
ど
の
よ

う
に
連
動
し
て
ゆ
く
の
か
、
そ
の
点
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

詳
し
く
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
れ
は
、
資
料
の
捜
索
を
充
分
に
行
わ
な
い
ま
ま
、
性
急
に
文
学
史
上
の
問
題
と
し
て
位
置
付

け
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
、
大
き
な
原
因
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
更
に
、
通
信
使
来
朝
と
い
う
問
題
が
、
文
学
の
み
な
ら
ず
思

想
、
政
治
、
美
術
と
い
っ
た
、
わ
が
国
の
文
化
全
般
に
関
わ
る
論
点
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
巨
視
的
に
ｌ
語
弊
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
い

わ
ゆ
る
「
文
化
史
」
的
に
ｌ
捉
え
よ
う
と
急
ぐ
あ
ま
り
、
結
果
、
論
点
が
ぼ
や
け
、
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
学
史
上
の
意
義

が
、
か
え
っ
て
暖
昧
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
文
化
全
般
と
の
関
連
を
無
視
し
て
は
、
文
学
史
的

意
義
の
見
定
め
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
隣
接
領
域
の
成
果
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
つ
の
事
象
を
多
面
的
に
分
析

し
て
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
る
「
文
化
史
」
的
意
義
が
、
ど
れ
ほ
ど
実
質
的
に
追
求
さ
れ
て
い
る
の
か
と
考
え
た
と
き
、
反
省
す
べ
き
点

は
多
く
見
出
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ー
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こ
こ
で
は
、
美
術
研
究
に
も
関
わ
る
例
証
を
ひ
と
つ
挙
げ
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
小
林
忠
監
修
「
肉
筆
浮
世
絵
大
観
」
（
講
談
社
平

成
８
）
第
九
巻
に
、
「
蚊
帳
美
人
図
」
（
奈
良
県
立
美
術
館
蔵
、
紙
本
着
色
、
掛
幅
装
）
と
題
す
る
美
人
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
画
者
は
、

浮
世
絵
の
始
祖
と
仰
が
れ
る
、
か
の
菱
川
師
宣
の
流
れ
を
汲
む
古
山
師
政
。
生
没
年
は
未
詳
で
、
『
浮
世
絵
類
考
」
で
は
宝
永
か
ら
享
保

頃
の
人
と
さ
れ
る
。
遊
女
と
思
わ
れ
る
女
性
は
、
蚊
帳
か
ら
半
身
を
出
し
、
布
団
の
上
で
遠
く
を
見
遣
っ
て
物
思
い
に
ふ
け
る
様
子
で
あ

る
。
右
上
部
に
は
、
そ
れ
を
客
か
ら
の
便
り
が
な
い
こ
と
を
独
り
渡
に
嘆
く
姿
と
見
て
、
七
言
二
句
の
賛
「
独
臥
彩
床
愁
満
色
／
遊
人
消

息
負
黄
昏
」
（
独
り
彩
床
に
臥
し
愁
ひ
色
に
満
つ
／
遊
人
の
消
息
黄
昏
を
負
ふ
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
賛
者
は
、
そ
の
署
名
「
朝
鮮
国

オ
デ
リ
ヨ
ン

長
瀞
」
よ
り
、
明
和
元
年
、
十
代
将
軍
家
治
襲
職
を
祝
賀
す
る
た
め
に
来
朝
し
た
通
信
使
一
行
中
、
上
通
事
の
官
に
あ
っ
た
呉
大
齢
と

知
ら
れ
る
。
こ
の
度
の
通
信
使
一
行
の
姓
名
を
記
し
た
、
東
海
波
臣
著
「
朝
鮮
通
信
使
一
行
座
目
」
（
宝
暦
十
四
年
刊
一
冊
）
に
、
「
上
通

事
漢
学
上
通
事
前
司
訳
院
命
正
呉
大
齢
字
大
年
号
長
瀞
海
州
人
辛
巳
生
六
十
三
齢
」
と
あ
り
、
最
近
で
は
、
手
近
な
歴
史
学

方
面
の
成
果
で
あ
る
李
元
植
著
「
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
」
（
思
文
閣
出
版
平
９
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

稚
拙
な
描
法
に
か
え
っ
て
好
感
が
も
た
れ
る
町
絵
師
の
美
人
に
、
一
国
を
代
表
し
て
来
朝
し
た
通
信
使
の
賛
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
醸
し
出
す
面
白
さ
、
こ
れ
が
、
賛
の
依
頼
者
、
す
な
わ
ち
か
つ
て
の
所
蔵
者
が
意
図
し
、
誇
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
本
作
は
、
師
政
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
羽
川
藤
永
筆
「
朝
鮮
通
信
使
来
朝
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
通
信
使
と
の
交
歓
が
生

み
出
し
た
浮
世
絵
の
ひ
と
つ
と
し
て
数
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
通
信
使
の
墨
跡
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
当
時
の
風
潮
を
示
す
も
の

と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
師
政
の
美
人
が
通
信
使
長
瀞
の
賛
を
得
て
、
一
幅
の
絵
が
完
成
す
る
。
あ
た
か
も
そ
れ
は
、
邦
人

一
一
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し
か
る
に
、
本
作
の
解
説
（
内
田
欽
三
氏
執
筆
）
で
は
、
「
朝
鮮
の
人
の
賛
」
が
あ
る
と
し
て
詩
句
を
紹
介
す
る
も
の
の
、
以
上
の
よ

う
な
文
化
史
的
背
景
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
賛
の
読
解
に
一
、
二
の
誤
読
（
「
彩
床
」
を
「
歓
床
」
、
「
愁
満
色
」
を
「
怨
満
色
」
と

の
贈
詩
が
通
信
使
の
次
韻
を
得
て
、
ひ
と
つ
の
唱
和
が
完
成
す
る
の
に
似
て
い
る
。
畢
寛
、
書
画
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
唱
和
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

古
山
師
政
筆
「
蚊
帳
美
人
図
」
※
「
肉
筆
浮
世
絵
大
観
」
よ
り
転
載

怖
禽
魚
⑳
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本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
、
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
文
学
ひ
い
て
は
文
化
に
お
け
る
通
信
使
の
史
的
意
義
を
明
ら

か
に
す
る
材
料
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
福
岡
藩
儒
竹
田
春
庵
（
貝
原
益
軒
門
、
寛
文
元
ｌ
延
享
２
）
の
旧
蔵
に
か
か
る
、
正
徳
元
年

に
来
朝
し
た
朝
鮮
通
信
使
の
自
筆
資
料
（
福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」
、
お
よ
び
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
竹
田
文
庫
」
）

イ
ヒ
ヨ
ン
ド
ン
ガ
ッ
ク

オ
ム
ハ
ン
ジ
ユ
ン
ヨ
ン
ホ
ナ
ム
ソ
ン
ジ
ユ
ン
罪
ン
サ
ン
ホ
ン

を
網
羅
的
に
紹
介
す
る
。
応
酬
相
手
は
、
製
述
官
の
李
碩
（
号
東
郭
）
、
書
記
の
厳
漢
重
（
号
龍
湖
）
・
南
聖
重
（
号
淀
嬰
）
・
洪

ス
ン
エ
ン
ギ
ョ
ン
ホ

舜
桁
（
号
鏡
湖
）
が
多
数
を
占
め
る
。
特
に
東
郭
は
、
新
井
白
石
著
「
白
石
詩
草
」
（
正
徳
二
年
刊
一
冊
）
を
は
じ
め
、
邦
人
詩
文
集
に

序
駁
を
寄
せ
る
な
ど
、
わ
が
国
の
文
域
に
残
し
た
足
跡
は
大
き
い
。
自
筆
資
料
の
い
ず
れ
も
が
、
韓
船
の
停
泊
地
で
あ
っ
た
相
島
（
現
福

す
る
）
が
あ
る
の
は
、
意
味
の
通
り
を
悪
く
す
る
が
、
こ
の
際
、
そ
れ
ら
は
些
事
に
属
す
る
。
し
か
し
、
師
政
の
絵
と
長
瀞
の
賛
の
唱
和

と
い
う
こ
の
絵
の
眼
目
、
通
信
使
と
の
交
歓
を
示
す
好
資
料
で
あ
る
と
い
う
意
義
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
本
作
の
製
作
年
代
を
、
主
に
師
政
の
画
風
変
遷
と
い
う
点
か
ら
、
寛
保
～
延
享
頃
と
類
推
し
て
お
ら
れ
る
が
、
明
和
元
年
来
朝
の

通
信
使
に
よ
る
賛
が
あ
る
と
い
う
一
事
は
、
た
と
え
着
賛
が
後
に
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
に
も
せ
よ
、
そ
の
際
、
全
く
無
視
し
て
よ
い

も
の
か
ど
う
か
、
筆
者
に
は
や
は
り
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
よ
う
に
、
多
面
的
な
分
析
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
「
文
化
史
的
」
意
義
が
追
求
さ
れ
る
こ
と
は
意
外
に
難
し
い
。
近
時
、
「
日
本
文
化
」

「
ア
ジ
ア
文
化
」
「
国
際
文
化
」
と
い
っ
た
語
が
、
文
系
学
問
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
世
に
氾
濫
し
て
い
る
の
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
そ
う

し
た
思
い
を
禁
じ
得
な
い
。
各
領
域
が
、
共
有
す
べ
き
資
料
と
そ
の
分
析
結
果
を
着
実
に
提
示
し
て
ゆ
く
、
こ
の
蓄
積
が
よ
り
一
層
重
い

意
味
を
持
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

三
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更
に
、
筆
者
の
意
を
た
く
ま
し
く
し
た
の
は
、
山
口
藩
藩
校
明
倫
館
初
代
学
頭
を
勤
め
た
小
倉
尚
斎
（
山
田
復
軒
・
伊
藤
坦
庵
・
林
鳳

岡
門
、
延
宝
５
１
元
文
２
）
も
ま
た
、
正
徳
度
の
通
信
使
応
接
を
萩
に
お
い
て
勤
め
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
通
信
使
よ
り
贈
ら
れ

た
自
筆
資
料
巻
子
三
巻
が
小
倉
家
（
山
口
市
後
河
原
）
に
残
さ
れ
て
お
り
、
現
在
山
口
県
立
山
口
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
由
、
尾
崎

千
佳
、
木
越
俊
介
両
氏
よ
り
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
両
氏
の
御
好
意
で
、
そ
の
複
写
を
見
た
と
こ
ろ
、
応
酬
相
手
は
李
東
郭
、
厳
龍

湖
、
南
乏
隻
、
洪
鏡
湖
の
四
人
、
内
容
は
各
人
の
名
刺
、
筆
談
、
贈
詩
に
い
た
る
自
筆
物
の
す
べ
て
を
含
み
、
ま
た
応
酬
の
全
容
の
控
え

を
別
に
作
っ
て
い
る
点
な
ど
は
、
こ
と
ご
と
く
春
庵
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

正
徳
度
の
使
行
は
、
幕
初
以
来
の
通
信
使
歓
迎
熱
が
頂
点
に
達
し
た
こ
と
も
あ
り
、
文
堀
へ
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
、
西
日
本
の
主
要
な
通
信
使
の
停
泊
地
で
あ
る
福
岡
、
山
口
両
地
に
お
け
る
筆
談
唱
和
の
資
料
が
揃
っ
た
こ
と
は
、
正
徳
度

通
信
使
の
よ
り
立
体
的
な
文
学
、
文
化
史
的
意
義
の
解
明
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
資
料
面
に
お
い
て
進
展
が
あ
っ
た
こ
と
を
心
か

ら
喜
び
た
い
。
小
倉
尚
斎
旧
蔵
資
料
に
関
し
て
も
、
他
日
、
両
氏
と
と
も
に
紹
介
の
機
会
を
得
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
以
下
、
春
庵
旧
蔵
に
か
か
る
通
信
使
自
筆
資
料
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
前
述
『
藍
島
倭
韓
筆
語
」
に
お
け
る
応
酬
順
に
配
列

し
、
末
尾
に
一
括
し
て
簡
潔
な
資
料
情
報
（
所
蔵
者
、
請
求
番
号
、
寸
法
、
詠
作
・
執
筆
年
時
）
と
釈
文
を
示
し
た
。
ま
た
釈
文
に
お
い

て
は
、
通
行
の
字
体
を
用
い
て
句
読
点
・
読
み
仮
名
を
私
に
付
し
、
訓
読
は
、
原
則
と
し
て
「
藍
島
倭
韓
筆
語
」
の
施
訓
に
従
っ
た
。

あ
た
り
の
経
緯
、
前
述
拙
垂

詳
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

岡
県
糟
屋
郡
新
宮
町
）
に
お
い
て
、
春
庵
が
通
信
使
と
実
見
し
た
正
徳
元
年
八
月
十
九
日
、
二
十
一
日
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

に
自
身
の
筆
談
文
、
贈
詩
と
合
わ
せ
て
「
藍
島
倭
韓
筆
語
唱
和
」
（
正
徳
二
年
成
写
本
一
冊
）
に
応
酬
の
全
容
を
ま
と
め
て
い
る
。

あ
た
り
の
経
緯
、
前
述
拙
稿
で
報
告
し
、
拙
稿
「
福
岡
藩
儒
竹
田
春
庵
と
朝
鮮
通
信
使
」
（
「
語
文
研
究
」
第
九
三
号
平
皿
・
６
）

でこの

ものち
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２
洪
鏡
湖
名
刺

１
李
東
郭
名
刺

３
厳
龍
湖
名
刺
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西日本に残される朝鮮通信使自筆資料

５
李
東
郭
筆
談
文

４
南
淀
嬰
名
刺

篠
卓

ぁ
堂
驚
我
裁
魂
呼
嘉

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
，
臘
僻
”
‐
‐

キ
森
島
衛
重
残
夢
よ
愛
秦

務
方
鯵
１
警
診
泌
斜
鑿

發
浪
電
震
噌
〃
胤
諺
り
辱
磁
寺

壷
源
｜
《
感
走
舷

一輿

‘『

微 琴
L-_-_一

６
洪
鏡
湖
七
言
絶
句
詩
萎

－

、
諺
星
今
日
嫉
私
幕

跨
全
亨
窃
詔
か
塞

冷
境
婚
舗
鉱
を
挨

鏡
海
総

一
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７
厳
龍
湖
七
言
絶
句
詩
簔

■

ｊ
諺
Ｍ
痛
倒
虚
挺
灘
‐

匁
細
鼻
鰯
峰
郁
淫
謹
臺

也
雪
認
永
診
些

島
緬
溝
邦
霞
腿
謬
易

伽
具
産
を
津
龍
泌
穆
失

ゞ
奎
豚
關
漫
鰯
省
揮
‐
澁
浮
為

笈
ゞ
膨
喉

瀧
泌
縛
満

I

８
南
淀
豐
七
言
絶
句
詩
茎

一

一
が
更
旛
誘

童

茶
一

龍
湛
１
歩

砂
沁
寺
＠添
人
李
鍾
恢

掻
診

、

を
朴
一
燃
撫
駿
誇
稚

彦
併
必
穴
拷
凌
獺
一

一

‐
獅
奇
酪
畠
、

｜

衆
ｌ
命
を

傷

１
１

粁
鯰

脚
於

今
芝Ｉ
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西日本に残される朝鮮通信使自筆資料

９
李
東
郭
五
言
律
詩
詩
簔

扣
洪
鏡
湖
五
言
律
詩
詩
簔

』
全
衝
擢

４
忽
蜂
愈
形
考
る
凋
寿
叩

‐
久
宏
燕
；
ァ
・
塾
参

畏
典
一
叉
霧
濤
擁
峰
畠

’
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洞
南
淀
隻
五
言
絶
句
詩
簔蕊

,一-一---

腱I

P

拝

ー

ね
李
東
郭
七
言
律
詩
詩
簔

士
６
丞
努
例
紬
？
＃

癒
膠
一
諺
妙
診
捗

逓
鼻
紗
雀
ム
が
輿
勿

一
聯
諺
霊
鍛
藤
檬
〃
胆

一
大
千
参
郷
ソ
裳
珍
蜂

旋
茅
〃
諺
参
看
姥
鎧

才
雪
育
＃
珍
壌
も
聯

｜
拶
払
請
滋
今
鯵
蛭

鳳
脚
臓
川
勵
一

ｋ
″
式
〃
；
″
淵

一

一

亨』
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
ｑ
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
Ｏ
Ｗ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
ｂ
■
ザ
Ｉ
１
１
↑
‐
．
９
‐
ｊ
ｌ
Ｉ
ｉ
‐
日
邑
９
６
口
Ｉ
１
ｒ
ｈ
Ｈ
ｐ
ｄ
ｑ
ｒ
ｌ
Ｉ
凸
０
１
１
日
！
■
■
Ｙ
ｇ
■
１
■
９
０
且
■
。
ｌ
■
６
町

I

－
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西日本に残される朝鮮通信使自筆資料

杷
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
萎

鮮
冊
湘
護
似
繊
期
陸
晶
舷
窓

易
乃
け
が
鹿
陶
傑
怖
叩

を
彬
鱈
肝
臓
』
他
創
紗
‐
据

易
膨
謄
穆
制
詩
先
哩
溌
疹

休
抜
撚
あ
ゑ
泌
耐
織
れ
た
腕

換
漉
な
撫
催
臓
寸
心
平
縁
文

統
私

紗
穐
〆
芽
‐
爾
雑
徒
歩
色
公

〃
掠
久
、
舟
１

跨
る
副
Ｊ
砿
藻
驚
刷
蝋
泌
舞
渉
鍔
簡

今
え
ふ
腐
費
渉
良
ず
窟
副
患
考
叩

肱
争
／
舟
・
酌
入
腐
一
岬
弘

久患

一

艸
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
釜

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ

ｌ

急
蛾
産
渕
約
念
玄
都

瀕
何

罐
一
捲
り
率
偽
１
疹

戒
・

か
Ｊ
鴨
〃
油
呼
違
榔
姫

瀧

吟
鼠
霧
帆
拶
＃
岬
″
陥

満
抽
術
壷
尋
方
倫

ｌ
Ⅱ
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一
■

‐－■■■■■■■■■
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幅
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
茎

久
土
６

４
欺
髄
災

修
河
私
〃
す
鰐
瀧

払
轍
換
俄
拶
か
塗
惚

多
脚
衾
紘
豚
棚
約

一
派
は
参
億
鴬
晶
燗

少
奄
密
雪
罐
癖
部
ｒ
ｌ

杷
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
茎

念
匪
錘
播
鋒
鎚
、
ヌ
疹
確
恥
‐

形
ら
愚
搾
揃
鏡
燃
捌
椛

鰯
委
織
荊
携
巍
縛

を
疹
露
潅
域
参
考

胤
穆
悶
易
溜
め
街

議
鈍
剛
露
命

蕩
騒
一
畳
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西日本に残される朝鮮通信使自筆資料

”
洪
鏡
湖
七
言
絶
句
勝
義

」
自
ら
ｌ

‐
ｒ
０
１
口
上
■
ど

顎
将
全
蒜
鯛
奄
痢
翼
一
搦
吃
函
窄
浄
多
診
咋
劃 十・

卜

Ｃ

瑳
毫
参
・
毒
脆
杉
蓼
吻
侭

捗
署
通
曇
る
篭
峰

影
念
彪
糸
人
器
騨

老
鳥
篭
Ｋ
ろ
総
宮

雑
嘘
砿

１
１
１

旧
厳
龍
湖
七
言
絶
句
詩
義

~~＝一・．~:.ー侯．■ー

＝手幸一一
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把
南
淀
里
七
言
絶
句
詩
菫

一

雲

一
Ⅲ
雲
鳥
液
便
曾
薙

八
座
ん
胤
典
γ
の
動
抑
崎

。

，
糖
鬚
膨
救
桑
即

一
蕊
似
催
加
及
稗
‐
一 I

釦
南
淀
豐
七
言
絶
句
詩
簔

淳子

霊

煙

I

－112－



西日本に残される朝鮮通信使自筆資料

副
南
淀
嬰
七
言
絶
句
詩
簔

翠
李
東
郭
筆
談
答
文

・
て
人
啄
玲
乃
苓
ら
世
珍
黒

辱
ヂ
ー
雪
〆
惹
Ｉ
臆
隆
之
子
‐
海

一
堂
立
寄
捗
忽
，
Ｉ
鳥
勘
概
門
倒
泥

一
鞍
蓼
吟
雲
煙
命
↓
謬
〃
矛

左
？
●
ザ
潅
鐵
診
稲
匡
總
喜
轟

・
儘
謬
伽
怪
〆
言
姦
忠
乱
傳
公

維
リ
ザ
種
珍
り
ず
碇
Ｚ
堯

駄
侭
１
毎
鯵
ハ
辱
呈
学
｝

￥
鈴
謬
伊
も
削
脚
４
３
籾
扮
隣
Ｉ
櫛

‐
彩
妙
か
銅
を
〃
〃
〃
停
と
ん
負
岬
Ｉ

－
ｂ
ｊ
坪
令
懇
淳
～
橡
吟
捌
１
帖
脈
の

３
払
嘆
診
鳩
惚
嫉
浄
鮮
１
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配
李
東
郭
五
言
律
詩
詩
菱

僻
参
蝋
纈
〃
’

３鰄
絃
・
濃
府
膨
・
祁
久
診
雀

推
細
弼
鰯
塑
協
沢

。

を
珂
紗
。
一
愉
少
躯
一
源

↓
冬
需
“
卿
鳳
懲
血
歴
人

龍
倒
澗
・
繼
・
式
矛
ふ

泌
膨
鰯
１
１

勘
溌
糺
祁
剛
調
潅
贈

聖
貞
谷
七
言
絶
句
詩
萎

圏
淵
呈

春
庵
伺
葦

十
州
鬘
一
皇
泌
胤
烟
看
到

清
狄
・
意
諾
盤
蓋
妙
持

ェ
牧
北
進
秀
夫
北
筆
悦

曇
搾
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西日本に残される朝鮮通信使自鉦資料

僕
姓
李
、
名
磧
、
字
重
叔
、
号
東
郭
。
乙
卯
進
士
、
癸
酉
及
第
状

元
、
丙
子
重
試
。
曾
為
安
陵
太
守
。
以
通
信
使
製
述
官
来
到
突
。

年
則
甲
午
生
突
。

〔
僕
姓
は
李
、
名
は
碩
、
字
は
重
叔
、
号
は
東
郭
な
り
。
乙
卯
の
進
士
、

か
つ

癸
酉
に
状
元
に
及
第
し
、
丙
子
の
重
試
な
り
。
曾
て
安
陵
太
守
と
為
る
。

い
た

通
信
使
の
製
述
官
を
以
て
来
り
到
る
。
年
は
則
ち
甲
午
に
生
ま
る
。
〕

２
‐
１
１
洪
鏡
湖
名
刺

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
霞
暗
句
×
曽
函

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
執
筆

１
１
１
李
東
郭
名
刺

福
岡
県
立
図
番
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
＄
噛
困
×
届
“

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
執
筆

一

紙

一

紙

僕
姓
厳
、
名
漢
重
、
字
子
鼎
。
寧
越
人
也
。
号
龍
湖
。
年
今
四
十

八
。
恭
進
士
及
第
、
歴
職
秘
書
監
、
高
敞
郡
太
守
。
今
為
通
信
副

使
書
記
官
。

〔
僕
姓
は
厳
、
名
は
漢
重
、
字
は
子
鼎
。
寧
越
の
人
な
り
。
号
は
龍
湖
。

か
た
じ
け

年
は
今
四
十
八
。
進
士
の
及
第
を
恭
な
く
す
。
職
を
歴
る
こ
と
、
秘

書
監
、
高
敞
郡
の
太
守
。
今
通
信
副
使
の
書
記
官
と
為
る
。
〕

僕
姓
洪
、
名
舜
桁
、
字
命
九
、
号
鏡
湖
。
丁
巳
進
士
、
乙
酉
文
科
、

方
為
太
常
寺
判
官
。
見
差
今
番
正
使
記
室
耳
。
年
歳
癸
巳
生
。

〔
僕
姓
は
洪
、
名
は
舜
術
、
字
は
命
九
、
号
は
鏡
湖
な
り
。
丁
巳
の
進

史
さ

ｇ
み

士
、
乙
酉
の
文
科
、
方
に
太
常
寺
の
判
官
と
為
る
。
見
ゆ
る
に
今
番
正

使
の
記
室
に
差
す
る
の
み
。
年
歳
は
癸
巳
に
生
ま
る
。
〕

３
１
厳
塊
湖
名
刺

福
岡
県
立
図
瞥
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
＄
喝
蕊
×
含
』

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
執
筆

一

紙
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僕
姓
南
、
名
聖
重
、
字
仲
奉

恭
記
室
而
来
。
年
四
十
七
。

〔
僕
姓
は
南
、
名
は
聖
重
、が

た

今
白
衣
を
以
て
記
室
を
一

＊
「
宜
寧
人
」
上
の
更

４
１
１
南
乏
里
名
刺

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
亀
圏
句
×
９
．
つ

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
執
筆

５
１
１
士
寺
東
郭
筆
談
答
文

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
＄
魑
割
×
后
。

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
執
錐

名
は
聖
重
、
字
は
仲
容
、
号
は
乏
里
。
宜
寧
の
人
な
り
。

が
た
じ
け
な

て
記
室
を
黍
く
し
て
来
る
。
年
は
四
十
七
な
り
。
〕

」
上
の
「
今
」
字
、
見
せ
消
ち
す
。

字
仲
容
、

号
撞
里
。
宜
寧
人
也
。
今
以
白
衣
、

一

紙

一

紙

僕
乗
權
已
四
箇
月
、
遠
渉
風
涛
、
幸
得
到
泊
於
貴
州
。
三
使
道
罷

中
、
亦
且
保
重
俺
等
之
慶
幸
局
可
勝
喰
。
僕
之
姓
名
、
別
号
、
科

名
、
官
職
、
別
已
書
告
。
姦
閾
之
耳
。

い
か
だ

わ
た

〔
僕
嵯
に
乗
る
こ
と
已
に
四
箇
月
、
遠
く
風
涛
を
渉
り
、
幸
ひ
に
貴
州

と
ま

ま
た

に
泊
る
こ
と
を
得
た
り
。
三
使
の
道
髄
中
、
亦
且
つ
保
重
す
。
俺
等
の

い
づ
く
ん
あ
げ
た
と

慶
幸
、
易
ぞ
勝
て
職
ふ
く
け
ん
や
。
僕
の
姓
名
、
別
号
、
科
名
、
官

口
』
や
》

職
、
別
に
巳
に
番
し
告
ぐ
。
輩
に
之
を
閥
く
の
み
。
〕

奉
和
春
巷
詞
伯

両
国
文
華
運
属
昌

客
星
今
日
映
扶
桑

６
１
洪
鏡
湖
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
瞥
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
圏
圏
切
×
念
画

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
詠春

稚
詩
伯
に
和
し
奉
る

さ
か

両
国
の
文
華
の
運
昌
ん
な
る
に
属
す

客
星
今
日
扶
桑
に
映
ず 一

紙
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か
た
じ
け
な

春
穂
詞
伯
既
辱
柾
顧
、
春
篭
詞
伯
既
に
柾
顧
を
辱
く
し
、

科
し
め

又
豚
佳
什
。
甚
盛
意
又
佳
什
を
豚
す
。
甚
だ
盛
意
な
り
。

資

筆
ぅ
ｆ

也
。
敬
次
以
呈
。
敬
ひ
て
次
ぎ
て
以
っ
て
呈
す
。

自

使
み
さ
か

率
喜
観
隣
邦
業
更
昌
喜
び
観
る
隣
邦
の
業
更
に
昌
ん
な
る
こ
と
を

雑
男
児
且
遂
志
蓬
桑
男
児
且
っ
蓬
桑
に
志
す
こ
と
を
遂
ぐ

羅
仙
区
処
処
窮
邇
嘱
仙
区
処
処
遇
鶏
を
窮
む
０
は

さ

あ
へ

躍
肯
憧
波
程
万
里
長
肯
て
揮
ら
ん
や
波
程
万
里
の
長
き
こ
と
を

本日西

た
の
し
み

浮
世
宇
宙
新
知
楽
浮
世
宇
宙
新
知
の
楽

不
覚
灯
前
秋
夜
長
覚
え
ず
灯
前
秋
夜
の
長
き
こ
と
を

７
１
厳
龍
湖
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
届
賠
句
×
四
選

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
詠

一

紙

更
次
春
巷
韻
更
に
春
稚
の
韻
を
次
ぐ

い
か
狸

さ
か

先
子
乗
權
際
世
昌
先
子
樫
に
乗
り
て
世
の
昌
ん
な
る
に
際
は
る

即
今
人
事
変
蒼
桑
即
今
人
事
蒼
桑
に
変
ず

殊
方
処
処
経
過
地
殊
方
処
処
経
過
の
地

な
が

幾
撫
遺
雛
涕
涙
長
幾
ば
く
か
遺
躍
を
撫
で
て
涕
涙
長
し

＊
第
三
句
、
．
岐
藍
島
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
殊
方
処
処
」

に
改
む
。

９
１
１
１
李
東
郭
五
言
律
詩
詩
菱

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
圏
曽
己
×
急
』

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
詠

８
１
１
１
南
迂
里
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
臼
望
．
ｏ
×
含
め

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
詠

一

紙

一

紙

-117-



松
堂
、
春
巷
両
詞
伯
催
松
堂
、
春
恭
両
詞
伯
帰
る
こ
と
を

帰
・
走
筆
以
奉
。
催
す
。
筆
を
走
ら
せ
て
以
っ
て
奉
る
。

た
の
し
み

馬
島
新
知
楽
馬
島
新
知
の
楽

逢
君
更
覚
親
君
に
逢
ひ
て
更
に
親
し
き
こ
と
を
覚
ゆ

山
河
錐
有
限
山
河
限
り
有
り
と
錐
も

も
と

天
地
本
同
仁
天
地
は
本
同
仁

海
上
三
秋
夜
‐
海
上
三
秋
の
夜

灯
前
両
国
人
灯
前
両
国
の
人

流
連
殊
不
悪
流
連
殊
に
悪
し
か
ら
ず

い
た

良
晤
到
清
展
良
晤
清
展
に
到
ら
ん

＊
第
八
句
、
「
情
話
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
良
晤
」
に
改
む
。

０
１
洪
鏡
湖
五
言
律
詩
詩
菱

１

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
距
ｌ
』
窪
望
．
。
×
急
町

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
詠

一

紙

奉
贈
春
穂
、
松
堂
両
詞
春
恭
、
松
堂
両
詞
席
に
贈
り
奉
る
。

席

す
べ

久
客
吟
全
廃
久
客
吟
を
全
て
廃
す

さ
ら

逢
君
興
更
新
君
に
逢
ひ
て
興
更
に
新
た
な
り

い
づ
く

寧
論
傾
蓋
誼
寧
ん
ぞ
論
ぜ
ん
傾
蓋
の
誼

か
へ

還
似
宿
心
親
還
り
て
宿
心
の
親
し
き
に
似
た
り

し
ば

席
上
伝
杯
数
席
上
杯
を
伝
ふ
る
こ
と
数
し
ば
に
し
て

灯
前
下
筆
神
灯
前
筆
を
下
す
こ
と
神
な
り

高
風
正
揺
落
高
風
正
に
揺
落
し

同
是
感
秋
人
同
じ
く
是
れ
秋
を
感
ず
る
人

＊
第
一
句
、
「
詩
」
字
を
見
せ
消
ち
し
て
「
吟
」
字
に
改
む
。

ｌ
南
乏
竪
五
言
絶
句
詩
菱

１１

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
圏
曽
己
×
窃
餉

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
詠

一

紙
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奉
両
詞
伯

槍
漠
一
棹
澱
前
期

蓬
島
仙
遊
問
幾
時

天
下
万
邦
吾
到
此

次
桂
州
韻
、
奉
春
巷
、
桂
州
の
韻
を
次
ぎ
、
春
恭
、
松
堂
に

も
と

松
堂
、
要
和
。
奉
り
、
和
す
る
こ
と
を
要
む
。

歌
曲
同
巴
郵
歌
曲
巴
郵
に
同
じ
く

語
言
若
楚
斉
語
言
楚
斉
の
ご
と
し

黙
黙
情
不
厭
黙
黙
と
し
て
情
厭
は
ず

坐
待
月
東
号
坐
し
て
月
の
東
す
る
を
待
つ

哩
１
１
李
東
郭
七
言
律
詩
詩
菱

九
州
大
学
附
属
図
瞥
館
蔵
「
竹
田
一

竹
田
文
庫
’
一
局
望
。
×
怠
い

正
徳
元
年
八
月
一
九
日
詠両

詞
伯
に
奉
る

漁
漠
一
棹
前
期
に
澱
た
り

蓬
島
の
仙
遊
幾
ば
く
の
時
と
か
問
ふ

こ
こ
い
た

天
下
の
万
邦
吾
此
に
到
る

「
竹
田
文
庫
」

一

紙

筑
前
諸
子
爾
能
詩

相
逢
舞
月
婆
娑
夜

共
酔
清
秋
激
漣
危

傲
兀
胸
襟
無
俗
物

風
流
自
属
大
男
児

春
篭
座
下

い
た

大
昨
柾
屈
。
造
庸
感
築
。
大
昨
柾
屈
す
。
席
に
造
り
て
感
蒙
す
。

か
た
じ
げ
心

エ
℃

此
又
辱
存
、
副
以
清
製
。
此
に
又
辱
く
存
し
、
副
ふ
る
に
滴

ｆ
こ
し
一
も

良
用
慰
涜
。
諮
若
抽
繭
。
製
を
以
て
す
。
良
に
用
っ
て
慰
洗
す
。

ひ

今
日
又
不
得
発
紅
。
自
諮
と
し
て
繭
を
抽
く
が
ご
と
し
。
今

此
可
得
団
会
否
耶
。
謹
日
又
発
紅
を
得
ず
。
此
よ
り
団
会
を

週
１
１
１
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
Ｉ
温
の
忠
．
◎
×
ｇ
』

正
徳
元
年
八
月
一
二
日
詠

な
ん
財

筑
前
の
諸
子
爾
詩
を
能
く
す

あ
ひ相
逢
ふ
舞
月
婆
娑
の
夜

江
。
か
ぶ
き

共
に
酔
ふ
消
秋
激
瀧
の
危

心

倣
兀
た
る
胸
襟
俗
物
無
し

打
の
ｆ

風
流
自
か
ら
属
す
大
男
児一

紙
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あ
ひ

隣
舟
相
望
阻
佳
期
隣
舟
相
望
み
て
佳
期
を
阻
っ

正
是
秋
陰
欲
雨
時
正
に
是
れ
秋
陰
雨
ふ
ら
ん
と
欲
す
る
時

肝
膳
已
傾
団
会
日
肝
膳
已
に
傾
く
団
会
の
日

語
言
猶
憤
唱
酬
詩
語
言
猶
ほ
慨
ら
ふ
唱
酬
の
詩

た
す
け

や

老
嫌
登
捗
休
扶
杖
老
い
て
登
捗
を
嫌
ひ
杖
に
扶
ら
る
る
こ
と
を
休

め

尋
か
づ
８
と
も
の
う

病
忌
沈
酎
鬮
把
危
病
み
て
沈
酎
を
忌
み
危
を
把
る
に
慨
し

濃
海
壮
遊
真
快
活
濃
海
の
壮
遊
真
に
快
活
た
り

た

寸
心
惟
係
在
徴
児
寸
心
惟
だ
係
は
る
の
み
機
に
在
る
児

僕
暮
年
有
稚
児
。
長
在
僕
暮
年
、
稚
児
有
り
。
長
く
念

念
頭
。
故
及
之
耳
。
頭
に
在
り
。
故
に
之
に
及
ぶ
の
み
。

＊
右
下
に
、
東
屋
で
竹
林
を
眺
め
る
人
物
図
を
あ
し
ら
っ
た
色

摺
り
詩
菱
を
使
用
。

歩
高
韻
、
以
博
一
桑
。

い
な

得
べ
け
ん
や
否
や
。
謹
み
て
高
韻
を

ひ
ろ

歩
ま
せ
て
、
以
っ
て
一
簗
を
博
む
。

春
巷
詞
伯
乗
夜
来
訪
、
春
捲
詞
伯
夜
に
乗
じ
て
来
訪
し
、

価
贈
一
絶
。
即
席
同
価
ち
一
絶
を
鮒
る
。
即
席
に
同
じ
く

次
。
次
ぐ
。
△
こ
し
一

五
日
藍
洲
逗
彩
僥
五
日
藍
洲
彩
撹
を
逗
むえ超

海
風
蒲
憲
葉
辞
条
海
風
爾
蘇
と
し
て
葉
条
を
辞
す

あ

詩
仙
有
意
尋
前
約
詩
仙
意
有
り
て
前
約
を
尋
ね

３

２
た

剪
燭
団
築
又
一
宵
燭
を
剪
り
て
団
築
又
一
宵

５
１
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
菱

１

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
駅
箇
勒
×
怠
い

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

４
１
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
菱

１

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
Ｉ
］
畠
患
軌
×
念
．
］

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

一

紙

一

紙
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あ
ひ

隣
舟
相
望
阻
佳
期
隣
舟
相
望
み
て
佳
期
を
阻
っ

正
是
秋
陰
欲
雨
時
正
に
是
れ
秋
陰
雨
ふ
ら
ん
と
欲
す
る
時

肝
膳
已
傾
団
会
日
肝
膳
巳
に
傾
く
団
会
の
日

語
言
猶
憤
唱
酬
詩
語
言
猶
ほ
悩
ら
ふ
唱
酬
の
詩

た
す
け

や

老
嫌
登
捗
休
扶
杖
老
い
て
登
捗
を
嫌
ひ
杖
に
扶
ら
る
る
こ
と
を
休

め

さ
か
づ
き
と
も
の
う

病
忌
沈
酎
傾
把
危
病
み
て
沈
甜
を
忌
み
危
を
把
る
に
慨
し

溌
海
壮
遊
真
快
活
演
海
の
壮
遊
真
に
快
活
た
り

た

寸
心
惟
係
在
織
児
寸
心
惟
だ
係
は
る
の
み
識
に
在
る
児

僕
暮
年
有
稚
児
。
長
在
僕
暮
年
、
稚
児
有
り
。
長
く
念

念
頭
。
故
及
之
耳
。
頭
に
在
り
。
故
に
之
に
及
ぶ
の
み
。

＊
右
下
に
、
東
屋
で
竹
林
を
眺
め
る
人
物
図
を
あ
し
ら
っ
た
色

摺
り
詩
菱
を
使
用
。

歩
高
韻
、
以
博
一
簗
。

い
な

得
べ
け
ん
や
否
や
。
謹
み
て
高
韻
を

ひ
ろ

歩
ま
せ
て
、
以
っ
て
一
薬
を
博
む
。

春
巷
詞
伯
乗
夜
来
訪
、
春
稚
詞
伯
夜
に
乗
じ
て
来
訪
し
、

価
贈
一
絶
。
即
席
同
側
ち
一
絶
を
贈
る
。
即
席
に
同
じ
く

次
。
次
ぐ
。
と
ど

五
日
藍
洲
逗
彩
僥
五
日
藍
洲
彩
撹
を
逗
むえだ

海
風
蒲
慧
葉
辞
条
海
風
爾
謬
と
し
て
葉
条
を
辞
す

あ

詩
仙
有
意
尋
前
約
詩
仙
意
有
り
て
前
約
を
尋
ね

き

ま
た

剪
燭
団
築
又
一
宵
燭
を
剪
り
て
団
築
又
一
宵

喝
１
１
１
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
躍
ｌ
』
閉
隠
画
×
怠
い

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

４
１
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
菱

１

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
紹
罵
餉
×
念
．
』

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

一

紙

一

紙
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又
奉
春
巷

海
門
秋
雨
客
停
僥

乱
竹
風
敲
碧
玉
条

多
謝
春
洲
両
詞
伯

一
樽
佳
会
続
前
宵

鳳会縁欲
箭向玉尋
閑清仙銀春
弄都何浦巷
月随長放座
明子幾軽下
宵晋条桟

略
１
１
１
李
東
郭
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
Ｉ
』
弓
急
曇
×
い
い
、

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠 又

春
恭
に
奉
る

か
ぢ

海
門
の
秋
雨
客
榛
を
停
むえだ

乱
竹
風
は
敵
く
碧
玉
の
条

多
謝
す
春
洲
両
詞
伯

一
樽
佳
会
前
宵
を
続
く

春
稀
の
座
下

銀
浦
を
尋
ね
ん
と
欲
し
て
軽
槙
を
放
つ

縁
玉
仙
河
長
き
こ
と
幾
条

会
ふ
清
都
に
向
ひ
て
子
晋
に
随
ひ

し
づ

鳳
爾
閑
か
に
月
明
の
宵
を
弄
す
る
に

一

紙

再
畳
録
奉
春
巷
再
畳
、
録
し
て
春
穂
に
奉
る

堂
冬

春
穂
将
欲
動
帰
梶
春
篭
将
に
帰
椀
を
動
か
さ
ん
と
欲
す

な
げ

倉

柳
岸
嵯
無
可
繋
条
柳
岸
嵯
く
繋
ぐ
べ
き
の
条
無
き
こ
と
を

聚
散
従
来
人
易
感
聚
散
従
来
人
感
じ
易
し

い

豈
容
孤
負
可
憐
宵
豈
に
憐
れ
む
べ
き
の
宵
を
孤
負
す
る
を
容
れ
ん
や

８
１
厳
龍
湖
七
言
絶
句
詩
菱
一
紙

１

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

７
１
洪
鏡
湖
七
言
絶
句
詩
菱

１

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
屋
総
い
×
急
函

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

用
前
韻

三
畳

前
韻
を
用
ゐ
る
三
畳

一

紙
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謝
春
巷
詞
伯
連
夜
左
顕
、
春
諦
詞
伯
の
連
夜
左
顧
す
る
を

よ

価
次
恵
韻
謝
し
、
価
り
て
恵
韻
を
次
ぐ

と
ど

藍
洲
秋
日
逗
蘭
榛
藍
洲
秋
日
蘭
榛
を
逗
む

‐
え
超

海
岸
風
生
葉
脱
条
海
岸
風
生
じ
て
葉
条
を
脱
す

さ
い
は

頼
為
詞
人
勤
再
訪
頼
ひ
に
詞
人
勤
め
て
再
び
訪
ふ
が
為
に

い
た

不
妨
清
話
到
深
宵
妨
げ
ず
情
話
深
宵
に
到
る
こ
と
を

＊
第
一
句
「
繁
」
字
を
見
せ
消
ち
し
て
「
逗
」
字
に
改
む
。

９
１
南
撞
里
七
言
絶
句
詩
菱

１

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
巨
唖
闇
』
×
命
碗

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

竹
田
文
庫
１
場
圏
鱈
×
念
鐘

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

同
次
春
蓄
詞
伯
恵
韻
同
じ
く
春
漆
詞
伯
の
恵
韻
に
次
ぐ

一

紙

応別薄莫
是来躍向
風何還藍再
清処似田次
月思葉挽
白玄辞客
宵度条榛

風
波
未
可
動
帰
榛
風
波
未
だ
帰
椀
を
動
か
す
べ
か
ら
ず

…

え
超

繋
績
扶
桑
百
尺
条
綴
を
繋
ぐ
扶
桑
百
尺
の
条

避
遁
騒
仙
知
幾
日
騒
仙
に
避
遁
す
知
ん
ぬ
幾
日
ぞ

ま
た

団
築
杯
酒
又
今
宵
団
築
の
杯
酒
又
今
宵

＊
第
二
句
、
「
日
下
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
百
尺
」
に
改
む
。

釦
‐
１
１
南
乏
翌
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
書
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
＄
馬
・
胃
急
函

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠再

び
次
ぐ

か
ぢ
ひ
な
か

藍
田
に
向
か
ひ
て
客
僥
を
挽
く
莫
れ

え
廼

葬
磯
還
り
て
葉
の
条
を
辞
す
る
に
似
た
り

別
来
何
れ
の
処
に
か
玄
度
を
思
は
ん

念
一
弘
』応
に
是
れ
風
情
く
月
白
き
宵
な
る
べ
し

一

紙

､
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三
畳
三
畳

そ

渚
辺
楊
柳
傍
蘭
僥
渚
辺
の
楊
柳
蘭
梶
に
傍
ふ

誰
為
行
人
折
一
条
誰
か
行
人
の
為
に
一
条
を
折
る

明
日
赤
間
関
下
路
明
日
赤
間
関
下
の
路

か
う
ぺ
・
め
ぐ

可
堪
回
首
憶
今
宵
堪
ふ
く
け
ん
や
首
を
回
ら
し
て
今
宵
を
憶
ふ

＊
第
二
句
、
「
一
枝
」
を
見
せ
消
ち
し
て
．
条
」
に
改
む
。

配
１
１
１
李
東
郭
筆
談
答
文

九
州
大
学
附
属
図
番
館
蔵
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
屋
箇
画
×
急
句

班
１
１
南
乏
隻
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
番
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
９
篭
画
×
急
蕊

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
執
筆

一

紙

一

紙

今
入
居
数
百
里
之
内
者
、
終
身
不
一
面
者
有
之
。
俺
与
足
下
隔
在

五
千
餘
里
之
異
国
。
声
聞
何
曾
相
及
。
而
遜
遁
於
客
間
岑
寂
之
中
、

諏
討
両
宵
、
情
厚
蒙
密
。
豈
非
所
謂
三
生
未
了
縁
者
耶
。
昨
蒙
辱

問
、
尤
覚
足
下
高
明
之
見
、
優
入
学
問
上
第
一
実
地
。
良
用
感
歎
。

僕
之
帰
期
、
未
知
的
在
何
時
。
而
経
過
此
嶋
之
日
、
或
有
再
見
之

便
耶
。
臨
別
自
不
覚
恨
恨
。

こ
れ
あ

〔
今
人
の
数
百
里
の
内
に
居
る
者
の
、
終
身
一
面
せ
ざ
る
者
之
有
り
。

か
つ
あ
ひ

俺
と
足
下
と
隔
て
て
五
千
餘
里
の
異
国
に
在
り
、
声
聞
何
ぞ
曾
て
相

及
ば
ん
。
而
れ
ど
も
客
間
岑
寂
の
中
に
避
遁
し
て
、
諏
討
す
る
こ
と
両

い
は
ゆ
ろ

宵
に
し
て
、
情
厚
く
密
を
蒙
る
。
豈
に
所
謂
三
生
未
了
の
縁
な
る
者
に

非
ざ
ら
ん
や
。
昨
辱
問
を
蒙
り
、
尤
も
覚
ゆ
、
足
下
の
高
明
の
見
、

典
こ
と
も

優
に
学
問
上
の
第
一
の
実
地
に
入
る
こ
と
を
。
良
に
用
っ
て
感
歎
す
。

あ
ふ
い
づ

僕
の
帰
期
未
だ
的
ら
か
に
何
れ
の
時
に
在
る
か
を
知
ら
ず
。
而
し
て

あ

此
の
鴫
に
経
過
す
る
の
日
、
或
は
再
見
の
便
有
ら
ん
か
。
別
れ
に
臨
む

郡
の
ず

も
自
か
ら
恨
恨
た
る
こ
と
を
覚
え
ず
。
〕
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〔
附
配
〕
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
賢
重
な
資
料
の
掲
載
を
許
可
下
さ
っ
た
、
竹
田
準
氏
、
九
州
大
学
附
属
図
番
館
、
福
岡
県
立
図
書
館
、
奈
良
県
立

美
術
館
、
識
談
社
の
各
位
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
写
真
撮
影
に
関
し
て
、
九
州
大
学
大
学
院
の
菱
岡
窓
司
氏
の
協
力
を
得
た
、
記
し
て
謝

意
に
代
え
ま
す
。

あ
ひ

赤
関
相
憶
処
赤
関
相
憶
ふ
処

い
か
ん

へ
穏

争
奈
阻
鴻
燐
争
奈
せ
ん
鴻
鱗
を
阻
つ
る
こ
と
を

謝
春
巷
芳
洲
再
訪
春
篭
、
芳
洲
の
再
訪
を
謝
す

旅
館
良
宵
永
旅
館
の
良
宵
永
く
．

文
星
瑞
彩
新
文
星
の
瑞
彩
新
た
な
り

よ

価
追
前
夜
会
価
り
て
追
ふ
前
夜
の
会

津
似
宿
心
親
錘
て
宿
心
の
親
し
き
に
似
る

潭
似
宿
心
親
津
て
宿
心
の
親
し

一
棹
天
辺
月
一
棹
天
辺
の
月

双
珠
海
上
人
双
珠
海
上
の
人

認
１
１
李
東
郭
五
言
律
詩
詩
菱

福
岡
県
立
図
替
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
］
翌
思
い
×
念
鼬

正
徳
元
年
八
月
二
一
日
詠

一

紙

謝
呈
春
庵
詞
案

十
洲
三
島
好
風
烟

看
到
清
秋
意
諮
然

画
妙
詩
工
収
拾
尽

老
夫
抽
筆
槐
無
権

ジ
ョ
ン
ゴ
ッ
ク

型
ｌ
貞
谷
七
言
絶
句
詩
菱

福
岡
県
立
図
番
館
寄
託
「
竹
田
文
庫
」

竹
田
文
庫
ｌ
』
劇
画
買
）
×
ｇ
函

正
徳
元
年
八
月
二
四
日
詠

春
庵
調
案
に
謝
し
呈
す

よ

十
洲
三
島
風
烟
好
し

清
秋
に
看
到
て
意
諮
然
た
り

画
妙
の
詩
工
収
拾
し
尽
す

ひ
ね

は

老
夫
筆
を
枯
り
て
権
無
き
を
槐
づ

一

紙
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